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はじめに

小学校教師６年および本学部附属中学校８年を含

む中学校美術教師としての25年半の経験の中で，「ど

のようにしたら，全ての子ども達が絵を上手く描け

るようになれるか」ということは美術を専門とする

教師としての大きな課題であり目標であった．一つ

に「絵がかける」ということは「立体や空間を十分

に把握し，平面として確認することができる」とい

うことを意味している．すなわち，現実の立体や空

間を絵として表現できるということは，頭の中に描

くイメージを平面上の形として，自分をはじめ他者

にも具現化することができるということである．例

えばある広場に設置する彫像について，立体で提案

しようとすればある程度大がかりでかつ重量を伴う

模型を提示することとなってしまうが，これを平面

としての絵で表せば，実に容易な提示物となる．公

共施設やマイホームの提案がまずはパース図という

完成予想図でなされるのがその例である．また一つ

に，「絵がかける」ということは，「仮想の立体や空

間をイメージとして頭の中に描く能力を助長する」

ことであり，美術科の大きな役割の一つであるとも

考えるがここでは扱わないこととする．

筆者は彫刻が専門である．絵画としての詳しいと

ころは絵画専門にお任せすることとして，ここでは

過去において中学校美術科教師として実践し，大学

での現担当講義「図画工作科教育」においても指導

技法として学生に紹介した描画法の実践を論述する

ものである．以前勤めていた中学校の校内研でも他

教科の教師に実践してみたが，中学生，大学生そし

て一般において同じ結果を見ることが出来た．

１．研究の目的と方法

彫刻も包含される「立体把握」をテーマに，「どの

ようにしたら全ての子ども達が立体や空間を平面で

ある絵として表現することができるようになるか」

を目的とする．このことは美術科に留まらずあらゆ

る分野において生かされる一つの大きな美術的能力

の育成に成り得ると考える．

方法としては，全般的な透視図法について紹介し

た後，こちらが用意した一点透視図法による描画法

による「廊下の絵」の実践により，子どもたちに物

の見方を理解させ深めさせていく．基本的な対象を

例に具体的な指導をすれば，子ども達は立体や空間

を把握し平面に置き換え描画することができるよう

になり，さらにはその学習体験により得た描画能力

は，自分なりの表現活動へと発展していくものと考

える．

２．研究の実際

透視図法の解説書はいろいろあるが，市販書は専

門的であり中学生はもとより一般人にとっても容易

に理解できる内容であるとは思われない．よって，

『簡易透視図描画法』を独自に開発し，それをもとに，

第一段階として子ども達に大まかな透視図法の基本

を紹介することにより立体や空間の見え方の新しい

知識を理解させる．次いで第二段階として，具体的

に「廊下の絵」の描き方を一斉指導し，どのように

して立体や空間を絵にしていくのかを理解させる．

そして最後に，実践の事前事後で子ども達の描画が

どのように変化するかを考察する．
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１）『簡易透視図描画法』による授業実践

⑴ １時間目「透視図法を知る」

① 斜投影図法と等角投影図法の特徴

生徒に「立方体を描きなさい．」と発問すれば，未

習とはいえ数学の図形などでの記憶から斜投影図と

等角投影図の２通りの描き方が登場する．これら技

術科でも指導する投影図法の利点は，図から実際に

長さを割り出すことができることにある．

投影図法での問題は大きさが永遠に同じというこ

とである．近くのものを表現するには構わないが，

奥行きのあるものを描くには支障を来すことになる．

このように概念的なこれまでの立体把握について

疑問を持たせることにより，子ども達に興味を抱か

せる．授業における導入的部分である．

関心を持たせたところで，透視図法を登場させる．

遠くになるに従って（消失点に向かって）だんだん

形が小さくなっていく透視図法は，美術的表現とし

てなくてはならないものである．以下，具体的に紹

介していく．

② 透視図法の解説

まずは一点透視視図法を説明するが，手前の面は

正面から見ているのに側面が見えるなどのさらなる

不合理を生徒に気づかせる．

ここで，より写実的な図法として二点透視図法を

紹介する．

また，消失点に対して位置の違う立方体を配置す

ることにより，消失点が，目の高さや水平線，地平

線の高さを表していることを説明する．「それぞれ

の立方体の底や上面が見えるのは，何より高いある

いは低いからですか．」という発問に「目の高さ」は

生徒が気づき，その位置が水平線であるということ

は，こちらから教え込む．実際の風景を見させて，

まっすぐ遠くを見たら自分の目の高さのところに水

平線があると言えば，生徒はだいたい納得し，次い

で人間が消失点に向かってだんだん小さくなる図を

見せればほとんど納得する．（図８）
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図１ 斜投影図（キャビネット図）

図２ 等角投影図

図３ 投影図法では，近くも遠くも同じ大きさ

図４ 一点透視図法

図５ 二点透視図法



ここまでが，透視図法の基礎的な知識獲得となる

が，消失点の高さが目の高さであるとか，水平線，

地平線を表す高さであるという認識は，これからの

学習に重要なものになってくる．ここまで，指導し

たところで，これら透視図法が実際の風景に使われ

る例を板書して示す．

③ 透視図法を使った風景描写の例

まずは簡単な一点透視図法の絵を描いて見せる．

奥行きのある絵というものが，後述する図26と図27

の違いなどを知ることにより，ある程度容易に描け

るようになることを納得させる．

二点透視視図法では見慣れた学校の風景などを板

書し具体的に理解できるようにする．図９〜12は手

描きである．実際に描いてみせることが重要である．

三点透視図法は，映画の場面などを描いて紹介程

度とする．同じ場面を違う位置から描くと納得度が

増し，ダイナミックな表現が生徒達を魅了する．

緒方 信行
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図６ 消失点は「目」の高さ

図７ ｢目」の高さ＝水平線，地平線

図８ ｢目」の高さ（消失点）より上と下

図９ 一点透視図法の例

図10 二点透視図法の例

図11 三点透視図法の例Ａ

｢こちら，現場上空からのレポートです！」



以上，ここまでが『簡易透視図描画法』における

１時間目の指導内容である．なお，図６〜８は掲示

資料で紹介程度とし，あとは全て説明しながら黒板

に手描きで表していく．また，図11，図12は時間内

に含められないので，別時間に紹介する．

⑵ ２時間目「廊下の絵を描く」

廊下は，生徒にとって身近であり，描画後の確認

もたやすい．以下の通り，順を追って指導する．

① 自分の位置を確認し，対面する壁から描く

どこから，どのように描いているのかを明確にし

ておかなければならない．自分が描く位置と対面す

る壁などについて，配置図などを見せながら説明す

る．実際の写真（図13）を見せるのも良い．

描画は，美術室あるいは教室内で行い，直接には

廊下を見させずに記憶で描かせていく．これは一つ

に時間短縮であるが，大きな利点としては，学習内

容以外の情報を子ども達から遮断することにある．

まず，対面する壁を長方形としてとらえさせ，ク

ロッキー帳の中程に描かせる（図15）．左側面にい

ろんな小物がたくさん見られるので，やや右寄りに

長方形を置く．この長方形は壁の形と相似である

（ことが望ましい）．描画上，縦の長さは画面の３分

の１程度にする．

消失点は，図16のように自分の位置と目の高さで

確認させる．右の壁から３分の１の位置で，目の高

さは床から天井までの半分くらい（図14の

▲

印）と

こちらから指示する．ちょうど，自分の位置から左

右の壁に平行にまっすぐ歩き，奥の壁に突き当たっ

た感じであると説明し，その時の目の位置が消失点

となる（図17）と指導する．
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図12 三点透視図法の例Ｂ

｢こちら，現場近くの公園からのレポートです！」

※ 消防車など小物を描き込むと，さらに臨場感が増す．

図13 廊下の写真

図14 描くところと自分の位置

図15 廊下を描く １



② 側面を描いていく

教師は消失点から実線（側面の境界線）までの補

助線（仮想線）を始めの段階では示すが，あとは描

かない．生徒にも補助線は込み入ってくるので引か

せないように指導する．奥行きに向かう天井，床，

左右の側面の水平な境界線全てが消失点に向かうこ

とを知らせる．最も大切なことは，ここまでの段階

を机間指導で徹底させることである（図18〜20）．

窓枠は簡略化して描かせる．ちょうどキャベツの

千切りのように線を引いていけば良い（図23）が，

透視図法でのコツは「遠くに行けば，だんだん小さ

くなる，だんだん狭くなる．」と指導して机間指導で

確認する．表札や出入り口などを描くと九分九厘で

きたようなものである（図21，22）．

緒方 信行
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図16 廊下を描く ２-ａ 図18 廊下を描く ３

図19 廊下を描く ４

図20 廊下を描く ５

図17 廊下を描く ２-ｂ



図24，25は「だんだん小さく」「だんだん狭く」の

例である．図26は鉄塔のようであり，図27からは，

線路のように遠くからだんだん手前に伸びてくる

（手前から奥へと向かう）感じを受ける．

③ 小物を描いて完成

小物を加えていくと生活感も出てくる．重要なこ

とは，消失点へと線が延びて，だんだん小さくなっ

たり，だんだん狭くなったりする奥行きの感じが出

ているかである．

評価基準としては，図22までがある程度できてい

ればよい．その段階をＢとし，正確に写実的に描い

ているものや小物を描き加えて生き生きと意欲的に

描いたものをＡと評価する．

２）結果

『簡易透視図描画法』を指導し，一点透視図法（図

９）や二点透視図法（図10），三点透視図法（図11，

12）による簡単な描画例を紹介すると，生徒達は感

動のまなざしで板書の絵に見入り，ため息とともに

「手品のようだ」という感想の声も上がった．

また，「廊下の絵」を順を追って具体的に描かせる

美術科における立体把握のための実践研究
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図21 廊下を描く ６

図22 廊下を描く ７

図24

図26

図23

図25

図27

図28 廊下を描く ８



と生徒全員が同じように廊下の絵を描くことができ

た（図29）．これらのことは，中学生だけではなく，

指導法として紹介した「図画工作科教育」受講の大

学生も，そして校内研修での他教科の同僚教師にも

共通する結果だった．

３．考 察

子ども達は，実際に立体空間が描かれていく過程

を目の当たりにし，強い衝撃を伴い授業に引き込ま

れていく．どうしたら立体や空間を描くことができ

るのかと悩む子ども達にとって，この授業は「こう

したら描ける」ということに遭遇し，発見する場と

なるのである．その発見の後，直ちに廊下を例に描

画を試みるので期待感は増し，意欲も強い状態のま

ま描画表現に突入することになる．

生徒のほとんどが一点透視図法による絵を描くこ

とができた．描けない生徒が１名だけいた．描画へ

の不得意さと数学的疑問からのようであった．その

子への再指導を機会に透視図法での中心の位置のと

らえ方を数学的に説明することを付け加えた．

図30を提示し，長方形の中点を求める方法をもと

に指導すると，他の子ども達も納得するように，よ

り素直に透視図法を受け入れるようになった．

逆に，数学的に考えて誤った表現に陥る子どもも

いる．図31はその例である．下から見上げているの

に気が付けば「見えないはずの屋上」を描かねばな

らないような絵になっている．もちろん屋上は見え

ないのでそのままにするわけだが，ビルの下辺と上

辺は平行であるという概念から生じる過ちである．

これまでの経験からその出現率は少なくはない．

この『簡易透視図描画法』では図31のような間違

いに，子ども達に気づいて欲しいということも一つ

の目的である．「よく見て描く」ということに，この

ような見え方の原理が加わると，より確かに見えて

くることが今回の実践で実証できたと考える．

｢見え方の原理」を指導せずに子ども達に風景，例

えば廊下の絵を描かせると，一般的に図32のような

誤った表現が多々見られる．

しかし『簡易透視図描画法』の指導後，改めて現

場で絵を描かせると，理論的にも安心した生き生き

とした絵（図33）を描くようになるのである．

緒方 信行
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図29 生徒作品例 Ａ

図30 透視図法における中心の位置の求め方

図31 誤った描画例 Ａ

図32 誤った描画例 Ｂ



以上，本論考の目的解決のための手段「基本的な

対象を例に具体的な指導をすれば，子ども達は立体

や空間を把握し平面に置き換え描画することができ

るようになり，さらにはその学習体験により得た描

画能力は，自分なりの表現活動へと発展していくも

のと考える」は，『簡易透視図描画法』による指導の

もと，実証できたと考える．

おわりに

中学生を対象に考案した『簡易透視図描画法』で

あったが，指導法として紹介した大学生からも次の

ような感想を得た．

自分は小学校の頃からずっと図工，美術，技術

などの時間が苦痛でしかなかった…中略…しかし

今回，一点透視図法などのテクニックが存在する

ことを知り，このようなテクニックを教えてもら

うことができていれば，絵も上達したかもしれな

いし，仮に成績が上がらなくとも，ただの苦痛の

時間にはならなかったと思う．自分が教師になっ

たら，不得意な児童生徒でも楽しめる，もしくは

うまく描けるテクニックを伝えるような授業をし

たいと思う．

また，図34は校内研修で他教科の教師が描いた絵

である．感想の「こんなに自分が描けるとは知らな

かった．もっと早い時期に習っていれば，自分の人

生も変わっていたかもしれない」は，ちょっと大げ

さではある．

｢よく見て描きなさい」の意味するところは大き

く深いが，美術を不得意とする子どもには厳しくも

ある．明確な技術を子ども達に提供していく（図35）

ことは教師の責任である．子ども達は技法を知りた

がっているし，教師からの新しい知識や技術は，真

の感動を含む奇跡のように思えるかもしれない．

この描画法は，それ自体を作品と考えるものでは

ない．ここで得た力は，その後それぞれが自分なり

の表現へと進むべき，一つの通過点に過ぎない．

参考文献

１) 緒方信行（2003），できる・わかる美術科教育の構築．熊

本大学教育学部附属中学校研究資料集，61-68．

２) 渡辺貴夫（1972），透視図の描き方．アトリエ出版社．

３) JARA編集委員会（1998），『PEASPECTIVE』．エージー

出版．

４) 増山修（2009），学校では教えてくれない風景スケッチ

の法則．日貿出版社．

５) 熊本県立美術館他（2004），「スーパーリアリズム展」図

録．

美術科における立体把握のための実践研究

―32―

図33 生徒作品例 Ｂ 図34 他教科教師作例

図35 実際の板書例
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